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なぜ個別コンサルティングを受けることになったのか

これまで、様々な採用サービスやハローワークなどを利用し、採用活動を行ってきましたが、自社の求める人材と出会うことが

出来ないという問題を抱えていました。

今回、自社の採用ホームページをリニューアルするにあたり、採用活動について見直しをしたいと考え、個別コンサルティング

に申し込みました。

現状の採用活動についてヒアリング



2022.06.09

自社の採用活動について、現状共有を実施しました

「募集職種は営業職と研究開発職です。

営業職は学部、選考を問いません。開発職は理系学部で化学系専攻の方を求めています。いずれも基礎力と広い見識、バランス

のとれた人材を求めています。」

代表取締役 田中様、採用担当のI様に同席いただき、現状の採用活動や、どのような人材を求めているかをお話をいただきまし

た。

すぐに取り組める採用サービスや活用方法など、今の時点で優先的に取り組むべき事項について、いくつかご提案をさせていた

だきました。

課題の洗い出しを行い、現状の見つめ直しを行いました

採用ホームページをリニューアルし、求職者に見ていただくためには、自社に興味を持ってくれる方を増やすことが必要となり

ます。募集の課題について取り組むにあたり、次回のコンサルティングまでに使用している採用サービスを活用し、求職者へア

プローチすることにいたしました。また、今後新卒学生を受け入れるにあたって、どのような学生を求めるのか、方向性の検討

を行います。どのようにアプローチし、何を伝えていくべきかを一緒に考え、結果に繋がるよう進めて行きます。

中途採用媒体の進捗状況について

2022.08.16

中途採用媒体の進捗状況についてお伺いしました

「中途採用の募集を継続しているが、求める人材と出会えていない」

中途採用は前職でのキャリアを活かし、即戦力としての活動を期待できるため多くの企業が注力しています。ただ、一般的に求

職者は知名度のある企業を選ぶ傾向があるため、自社の特徴と求める人材を明確にし、他社とは異なる魅力を訴求していくこと

が重要です。



現状抱えている課題や状況をお伺いし、今後別のアプローチ方法を試行するために自社に合う中途採用媒体についていくつか説

明をさせていただきました。

新卒採用活動に向けて

新卒採用活動を行うにあたり、インターンシップの開催はいまや重要な施策となっています。就職活動の早期化、長期化の影響

を受け、インターンシップは学生と企業が早期接触できるまたとない機会となっており、その役割も変化しています。

これから来年度の新卒採用活動に向けて、冬のインターンシップを実施する場合、時期としては11月から2月頃かつ大学の授業

と重ならないよう、土日や春休みを利用しての開催がメインとなります。中途採用の募集状況をふまえて、来年度の新卒採用活

動に向けた準備についてお話をさせていただきました。

新卒採用活動を行うにあたり、まずは受入れ体制を整えることが必要です。

次回までに、中途採用媒体の資料を共有し、応募者へのアプローチ方法について、改めて検討を行っていきます。

求人票の整理について

2022.09.20

引き続き中途採用媒体の進捗状況についてお伺いしました

「応募から採用に繋がらない」

求人票に掲載する「求める能力」が多岐にわたる場合、応募があっても一部の能力を満たしていないなど、求める人材とはかけ

離れた求職者からの応募となる場合があります。

求める能力が複数ある場合は、まとめて一つの求人票に掲載するのではなく、能力ごとに分けて掲載することで、求職者に伝わ

りやすい求人票となります。そのためには、まずは求める能力を具体化していくことが重要です。

現在の状況や課題をお伺いし、求人票に掲載する文言についてアドバイスさせていただきました。

長期的な採用活動に向けて



求める人材を採用するには、採用工数、採用予算などの自社のリソースをチェックし、どこに予算をかければ求める人材を採用

できるのか、整理することが重要です。

例えば、時間をかけて採用を行っていく場合には、採用に至った場合に支払いが発生する後払い型の人材紹介であれば、掲載期

間を区切らずに長期的に募集を行うことが可能です。

今後、他社求人との比較を行い、求める能力の具体化を行ったうえで、募集内容について更なる改善を図っていきます。

先を見据えた採用を行うために

2022.10.27

自社ホームページに必要なコンテンツとは

多くの求職者は就職先を検討する際に企業のホームページから情報収集します。働く社員の姿が伝わるコンテンツがあると求職

者が自社で働く姿を想像しやすくなり、志望度の向上にもつながります。

見せ方によっては制服もブランディングのひとつになり得ます。制服を着ることで企業イメージの統一や一体感につながり、社

内の雰囲気がより伝わりやすくなります。

ホームページの見直しにあたり、掲載する内容やイメージ写真の効果的な使い方などについてアドバイスをさせていただきまし

た。

中長期的な採用計画の必要性

中途採用は、欠員補充など目先の課題にとらわれてしまうと、採用のミスマッチを起こし定着に繋がらないおそれがあります。

まずはどのような組織づくりをしていきたいのか検討し、現場の採用ニーズをしっかり把握したうえで、準備を行い、必要な人

材の人物像を見極めていく必要があります。

また、新卒採用を始めるにあたっても、ただ採用できればよいというものではなく、定着に向けた教育など、社内の環境整備と

セットで検討、準備を進めて行く必要があります。今後の会社の体制づくりに向けて、中長期的なしあ用計画の必要性について

お話させていただきました。

次回、引き続き採用したい人物像に応じた、募集の戦略について検討を行ってまいります。



候補者を適正に判断する面接

2023.01.11

面接評価シートの活用

面接は人によって行われるため、その基準を明確にしておかないと面接官によって評価にばらつきが出てしまいます。そこで面

接評価シートを作成し、 面接の評価を数値化し 、 可視化することで、候補者を正しく評価すること が できます 。また、可視

化することで面接自体の客観的な振り返りが可能となり、面接官にとっても評価傾向や評価方法の分析に役立てることができま

す 。

面接評価の項目数

面接評価シートを作成し、それに基づいて面接を行う 際 に、 項目数が多くなりすぎないよう 注意する必要があります 。 評価

項目を多く設定してしまうと、面接官がシートにばかり気が取られてしまい、面接自体に集中できなくなってしまう可能性があ

ります。現在行っている面接から、優先度の低い質問やまとめることのできる項目を見つけ出し、 評価シート の項目を整理す

ると良いでしょう。

今回は適正に判断するための面接評価シート ついて、アドバイスを行いました。

6
求人票作成のポイント



2023.03.03

求人票作成のポイント

求人票を通した応募を増やすには、露出を増やすことのほかにも、求人票の作成にどれだけの手間暇をかけるかにという点も非

常に重要になってきます。

例えば、求職者がどのような検索を行うかを予想し、検索してもらえるようなキーワードを散りばめることで、求職者の目に留

まる回数が増え、応募に繋がる可能性が高まります。現在複数の媒体で求人票を公開しているにもかかわらず、なかなか応募が

来ないという場合は、求人票の内容を再確認してみると良いかもしれません。
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